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C. F. Meyerの詩 Dietote Liebe 
あなたがたは，なぜ生きた方を
死人の中にたずねているのか．
（ルカ伝24:5) 
? ?
や
Die tote Liebe 
Entgegen wandeln wir 
Dem Dorf im SonnenkuB, 
Fast wie das Jiingerpaar 
Nach Emmaus, 
Dazwischen leise 
Redend schritt 
Der Meister, dem sie folgten 
Und der den Tod erlit. 
So wandelt zwischen uns 
Im Abendlicht 
Unsre tote Liebe, 
Die leise spricht. 
Sie weiB fir das Geheimnis 
Ein heimlich Wort, 
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?SiekenntderSeelen
AllertiefstenHort.
Siedeutetunderlautert
UnsjedesDing,
Siesagt :Soist'sgekommen,
Da6ichamHolzehing.
Ihrhabetmichverleugnet
Undschlimmverh6hnt,
Ichsa6imPurpur,
Blutig,dorngekr6nt,
IchhabeToderlitten,
DenTodbezwangichbald,
UndgehineurerMitten
AIshimmlischeGestalt-
DawarddieWeggesellin
Vonunserkannt,
DahatunswiedenJiingern
DasHerzgebrannt. (1-224f.)
死んだ愛
夕焼に映える村の方へ
わたしたちは歩を進める，
まるでエマオに向かう
二人の使徒のように，
その二人の間に，静かに
－2－
? ??
語りながら，主が歩み入って来たのだ，
かれらが従っていた
あの死を受けた主が．
同じように，わたしたちにはさまれ
夕陽を浴びて
わたしたちの死んだ愛が
静かに話をしながら歩いている．
それは秘密を明かす
秘かなことばを知っていて
たましいの一番奥底の宝をも
心得ている．
それはわたしたちに事柄の一つ一つを
示し解き明かす，
そしてこんなふうに言う－そのようにして
わたしは十字架にかけられることになったのです．
あなた方はわたしを知らないと言い
そしてひどくあざ笑いました，
わたしは紫の衣を着せられ，
茨の冠に血を流して坐っていました，
わたしは死の苦しみを受けたのです，
けれ:どもその死にやがて打ち克ち，
そして今あなた方の真中を
天国のものの姿で歩いているのです－と．
その時はじめて，その道連れが
誰であるかがわかった，
そしてその時，あの使徒たちのように
わたしたちの心は燃えた．
’
－3－
?一見何の技巧もなしに書き下したようにみえる，マイアーには珍しい無
形式のこの詩は，その淡々とした筆の運びの故に，詩人の体験の率直な告
白かとも考えられる． しかしまた，節分けもない一息の歌い口が，明らか
に対置されている二つのものの区別を,たくみに融け合わさせて，かえっ
てそれぞれがもつ感慨の深さを相乗的に増幅させ，潭然一体とした感動を
読む人の胸によびおこす．二つのものとは， もちろん聖書に記されている
物語と，詩人の体験である． この二つのものの，それぞれの深さとたがい
のかかわりを， この詩の中にみられるいわばSchliisselwOrtともいえる
いくつかの表現を手がかりとして考えてみたい．
マイアーと宗教，マイアーとキリスト教という問題はMayncも言うと
おり「(彼のキリスト教は)簡単に理解したり，はっきりした定式で表現し
たりは出来ない.｣’今ここでそれに就いて論じるつもりはないが，この詩
の要素の一つとしてのキリスト教に関しては，同じくMayncが報告して
いる「マイアーは宗教的な性質の人間で，その全生涯を通じて信心深いク
リスチャンであり，毎日聖書のうちから一章ずつ読んでいた｣2という事
実で充分であろう．
この詩にとりあげられたエピソードは，聖書には次のように記されてい
る．
「この日，ふたりの弟子が，エルサレムから七マイルばかり離れたエマ
オという村へ行きながら， このいっさいの出来事について互に語り合っ
ていた．語り合い論じ合っていると， イエスご自身が近づいてきて,彼
らと一緒に歩いて行かれた. しかし，彼らの目がさえぎられて， イエス
を認めることができなかった． イエスは彼らに言われた， 『歩きながら
互に語り合っているその話は， なんのことなのか』．彼らは悲しそうな
顔をして立ちどまった．そのひとりのクレオパという者が，答えて言っ
た， 『あなたはエルサレムに泊まっていながら，あなただけが， この都
－4－
でこのごろ起ったことをご存じないのですか」．『それは， どんなこと
か」と言われると，彼らは言った，『ナザレのイエスのことです．あの
かたは，神とすべての民衆との前で，わざにも言葉にも力ある預言者で
したが，祭司長たちや役人たちが，死刑に処するために引き渡し，十字
架につけたのです．わたしたちは，ィスラエルを救うのはこの人であろ
うと，望みをかけていました．しかもその上に，この事が起ってから，
きょうが三日目なのです．ところが，わたしたちの仲間である数人の女
が，わたしたちを驚かせました．というのは，彼らが朝早く墓に行きま
すと，ィエスのからだが見当らないので，帰ってきましたが，そのとき
御使が現われて，『イエスは生きておられる」と告げたと申すのです．
それで，わたしたちの仲間が数人，墓に行って見ますと，果して女たち
が言ったとおりで，ィエスは見当りませんでした』．そこでイエスが言
われた，「ああ，愚かで心のにぶいため，預言者たちが説いたすべての
事を信じられない者たちょ．キリストは必ず，これらの苦難を受けて，
その栄光に入るはずではなかったのか」． こう言って， モーセやすべて
の預言者からはじめて，聖書全体にわたり，ご自身についてしるしてあ
る事どもを，説きあかされた．それから，彼らは行こうとしていた村に
近づいたが，ィエスがなお先へ進み行かれる様子であった．そこで，し
いて引き止めて言った，「わたしたちと一緒にお泊まり下さい．もうタ
暮になっており，日もはや傾いています」． ィエスは，彼らと共に泊ま
るために，家にはいられた．一緒に食卓につかれたとき，パンを取り，
祝福してさき，彼らに渡しておられるうちに，彼らの目が開けて，それ
がイエスであることがわかった．すると，み姿が見えなくなった．彼ら
は互に言った，『道々お話しになったとき， また聖書を説き明してくだ
さったとき，お互いの心が内に燃えたではないか』． そして，すぐに立
ってエルサレムに帰って見ると，十一弟子とその仲間が集まっていて，
『主は，ほんとうによみがえって，シモンに現われなさった」と言って
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いた．そこでふたりの者は，途中であったことや，パンをおさきになる
様子でイエスだとわかったことなどを話した.」（ルカ24：13-35)3
この中にはイエスの受難から復活にかけての次第も手短かに述べられて
いる． しかしイエスが死後，歩いている二人の弟子に姿を現わした， とい
う報告は他のマタイ伝にもヨハネ伝にも見当らない．わずかにマルコ伝に
次のような簡単な記述がみられるだけである．
「この後，そのうちのふたりが，いなかの方へ歩いていると, イエスは
ちがった姿で御自身をあらわされた． このふたりも，ほかの人々の所に
行って話したが，彼らはその話を信じなかった.」（マルコ16：12-13）
ここにはエマオという地名は出てこないが，エマオのひびきは欠くこと
が出来ない．エマオは聖書の中で只一度ルカ伝に， この出来事と共に挙げ
られるだけである． それ故聖書に親しんでいる者にとっては， エマオと
:は，その名を聞くだけでこの出来事が想起される， きわめて印象的な代名
詞的存在なのである．それはちょうど，ベツレヘムと聞けばキリスト生誕
の喜びが輝き，ゲッセマネというひびきには， 「出来ることならこの杯を
取り除いて下さい」と血のように汗をしたたらせて祈った，あの受難を前
にしての人間イエスの苦悩が， こめられているのと同じことである． しか
しエマオは，そのベツレヘムや，十字架の立てられたゴルゴタのように，
イエスの生涯にそれ程の重大なかかわりをもつ地名ではない． イエスの復
活の事実は，それぞれの福音書がそれぞれの出来事によって証明してい
て，エマオにかかわるエピソードは，それら多くの証しの中の一つに過ぎ
ない．それにもかかわらず， このつつましい小村エマオの名は，人々に只
復活という事実のみを思いおこさせる希望の合言葉なのである．
1860年，つまりこのD"功ｵeZ,/26gの最初の試作D"Gα"g(4-113)
が出来た年に， マイアーはローザンヌで新約聖書を詳細に読んでおり4，
その時使っていた聖書には，マルコ伝の上掲の箇所に,,EmmausC@と書込
みが残されている．その聖書に関しては，同じくマルコ伝内の欄外メモは
－6－
この他には， ただ九章にあるのみということであるから5， マイアーがエ
マオの名に魅かれた関心の度合いが推しはかられる．エマオという地名な
しでこのエピソードを語ることは出来ないのである．尚Bethlehemとか
GethsemaneとかGolgathaなど，子音の多い固いひびきの地名に対し
て,Emmausというほとんど母音のみのこの柔かいあたたかいひびきは，
それだけでも詩人の心をとらえそうである．
ちなみに，マイアー全集のApparatに収められているこの詩の前稿6の
第一，すなわち上述のDeγGα"gと，第二D"Dγ"”にはまだEmmaus
は使われておらず，第三A62""z"gにはじめてEmmausが現われる．
Staiger7によるこの詩の成立史の克明な跡づけは，このAMWwgを出
発点とし，以下最終稿に至るまで合計七通りの稿を紹介しているが，その
うち第四稿と第五稿（この二つは結末部以外はほとんど同じ）を除くすべ
ての稿に，特に第二稿には二回も,Emmausの名が出てくる．
先に紹介した聖書の記述のうち，エマオと並んでもう一つ，マイアーの
心に深く残った言葉がある．
BranntenichtunserHerzinuns…?8「心が燃える」という表現は
聖書の中で珍しいわけではない．生きている子供を二つに分けよ， と命じ
られると， その子の母親は「心がやけるようになり」 (ihrmiitterliches
HerzentbrannteiiberihrenSohn)(列王紀上3:26),子供の命を守
るためには所有権を放棄するという．舌によって罪を犯さないために沈黙
を守ることにしたダビデは， そのために悩みがつのり， 「わたしの心はわ
たしのうちに熱し」(MeinHerzistentbranntinmeinemLeibe)(詩
篇39：4)，ついにたまらなくなって語り出す．又ヨセフは長い間離れてい
た弟を目にして， 「弟なつかしさに心がせま」る(dennseinHerzent-
brannteihmgegenseinenBruder)(創世記43:30).
このように「心が燃える」という表現は，何かある特定の感情に対して
－7－
使われるわけではなく，母性愛にも兄弟愛にも，強い欲求や焦燥の念にも
用いられている．マイアーもことばとしての「心が燃える」が気に入った
らしく，自分の詩のいくつかの中にこの言いまわしを借りている 9.
Und hat mir wo ・ das Herz gebrannt, 
So war's ein Weib aus freiem Land. Um Gasthof) 
Und als ich(..) Schiller's groBes Antlitz schaute, 
Da brannte mir das Herz―-（Prolog zur Einweihung des neuen 
Stadttheaters in Zurich) (1891) 
Und mir droh das Herz entbrannte (Schutzgeister) (1886) 
しかしこれらの1日約聖書にみられる「心が燃える」状態が，要するに激
しい感情の昂りであるのに反して，ルカ伝の場合はもっと精神的，啓示的
である．それは，目には見えず，本人の意識にものぽってはいないが，魂
の奥深いところが熱く感応している，ほとんど宿命的な心の魅かれ方を表
現する．マイアーもそういう意味でこの表現を使ったことがある．
1853年4月28日，彼はその前年の夏の間三箇月足らずを過した Prefar-
gier精神病院の院長の妹CecileBorelに宛てて手紙を書き，その中にこ
の表現を使った．
,,Notre creur n'a-t-il pas brule ?"10疑いもなくこの心は愛ゆえに燃
えたのである． Dietote Liebeの中では，ルカ伝的な，神からの呼びかけ
に我知らず燃える宗教的な心と，存在の奥底でたがいに燃やし燃やされ合
う恋心とが，それぞれに高揚されて，もはや区別し難くなった高次元の感
情として表現されている．
「エマオ」を情況作りに欠くことの出来ないモティーフとするなら，
「心が燃える」こそはこの詩の中心モティーフと言うことが出来る．成立
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’
史をふりかえると， それは短かい②'1，9γDγ"”を除いてすべての稿
が，只この一つの言いまわしを，いつ，どこで，どのように効果的に持ち
出すか，をめぐって努力工夫を重ねて来たその軌跡だと言うことすら出来
るようである．それを順に追ってみるなら
①D"Gα"g最後の行に,,MirhatdasHerzgebrannt?(<
1. A62""wzg終りから二つ目の節の最終行に,,ihreHerzenbrannten
-"続いて最終節の第一行にもう一度,,unserHerzinLiebelohte?-@:
2.J4"をγsｵα"""e"ebe終りから二つ目の節の真中に,,dieGlutvon
HerzzuHerzenwehen.C$
3. A"gZ,勅g終りから二つ目の節の最終行に,,dieHerzenbrennen?:$
4. A"eZ,鋤e節分けはなく，真中より少し後に,,unsreHerzen
g‘
brennen:
5. D"α"gL"6g全体的に4.の語句を所々変えただけのものでdie
66
Herzenbrennen:
6． D彪加〃eZ,"6g最終行に,,DasHerzgebrannt.(<
こうして結局第一稿と同じく， このことばは詩の一番最後に置かれること
によってPointeとして尖鋭化し，この形で最終稿に落着くことになっ
た．
さて，まず「エマオ」で始め， 「心が燃える」で締めくくって， この詩
の中に，ルカ伝のキリスト復活に伴うエピソードがたくみに織りこまれ
た．キリスト ・イエスの復活は何を意味するか，神学的解釈はさておき，
聖書の記述に従って， イエスの受難と復活を，弟子達とのかかわり合いに
おいて，一つのドラマとしてみるなら，次のように考えられるであろう．
イエスが福音を宣く伝え始めると，病人をいやし，死人をよみがえら
せ，五つのパンを割いて五千人に飽きるほど食べさせる，などの奇蹟も行
ったが，その教えの新しさと，権威あるもののようなその話し方が人々の
－，9－
ー
心をとらえた．中でも十二人の弟子は， イエスに一言， ついて来るよう
に， と言われただけで，何のためらいもなく，いっさいのものを捨てて即
座にイエスに従った．彼らはイエスを， この人こそ救世主だと自分で信じ
たのである． しかしイエスが本当に救世主であると保証してくれるものは
何もない． まずユダが離反した．時の有力者と煽動された群衆がイエスを
捕えた時，弟子達は皆イエスを見捨てて逃げ去った． 「たとい， みんなの
者がつまずいても，わたしはつまずきません.」「たといあなたと一緒に死
なねばならなくなっても，あなたを知らないなどとは，決して申しませ
ん.」と力をこめて誓ったペテロでさえ，その時の気持にうそいつわりは
なかったにもかかわらず， イエスの言ったとおり，にわとりが二度鳴く前
に，三度もイエスを知らないと言ってしまった． イエスは， 自分に危害を
加える者を，奇蹟を起して打つこともせず，抗弁すらせず，全く無力に捕
えられたまま，みじめにはずかしめを甘受していた． この頃の民衆の気持
と弟子達の気持の間には本質的な差はない．民衆も，弟子達も， イエスが
救世主であってほしかったのである．ペテロは泣いた，激しく泣いた．ど
こまでも従ってゆくことの出来なかった自分の本性の弱さが情なかった．
だがそれ以上に， 自分をあくまでも引っ張って行く程の力を示し通さなか
ったイエスが情なかった． こんな筈ではなかった．何もかも捨てて信従し
て来た自分は間違っていたのか． イエスに寄せた民衆の大きな期待は，無
抵抗の弱いイエスを目にして絶望に変わった．紫の衣を着せ，茨の冠をか
ぶせた時，彼らの心は泣いていた．本当に「ユダヤの王」であってほしか
った，本当に金の冠を頂いて自分達を救ってほしかった． 自分達自身の盲
信と見込みちがいへの腹立たしさが，それだけいっそう鋭くイエスへの廟
弄となった．
最後の最後までつないでいた期待も裏切られて， イエスはとうとう十字
架上に息絶えてしまった．十一人の弟子達はどこへ四散してしまったの
か， イエスのなきがらを葬ったのはほかの人達である．
－10－
?「わたしたちは， イスラエルを救うのはこの人であろうと望みをかけて
いました.」とルカ伝は，残された弟子達の虚脱状態を伝える．事は終っ
てしまった， と彼らは考えた．復活の希望など持ち得べくもなかった．キ
リスト ・イエスの復活の意味を考える時，後世のわれわれは，いわば結論
を知ってしまっているので，受難と復活を当然の一連の出来事として把握
しがちであるが，それは真の理解を妨げる．受難の時点で弟子達は一度，
イエスのそれまでの教えと自分達の信仰をすべて否定したのである，ナザ
レのイエスは只の人だった， と．前掲のルカ伝の記述のくだくだしさが，
弟子達の目を開かせるために， イエスがどれだけ千万言を費やさねばなら
なかったかを伝える． イエスは共に歩きながら，宣教時代の教えを一から
十まで総復習してやった．それでもまだ弟子達は悟らなかった．受難と復
活の間には越え難い亀裂がある． しかしこの時，頭はかたくなに認めてい
なかったが，心はひそかに燃え始めていた．そしてこの亀裂を一気に飛び
越えさせたのは，教えではなくパンを割くという動作，つまり象徴的な一
つのFormである.Formが飛躍を可能にし，ここにはじめてイエスの
復活が承認された．つまり彼らの信仰が復活したのである．
その時の彼らの喜びは大きい． というのも，失ったと思った主を又得た
からだけではない，彼らは一度絶望し，無に等しくなった彼ら自身の存在
理由を， イエスの復活によって回復することができ， しかもふたたび得た
主は，復活という事実によって，正しく神の子であるという保証つきにな
っていたからである．復活というこの世ならぬ飛躍を果した時， イエスは
もう元のイエスではない． ここに質的な転換がある． マルコ伝はそれを
「ちがった姿で」 (untereinerandernGestalt)と記し，マイアーは
「天国のものの姿で」 (AlshimmlischeGestalt)と歌う．
尚，神学的立場からは，復活は次のように説かれている．
「イエス・キリストの復活はしかし単に当時の敬虚なる人々の信仰の確
証にとどまらず， イエス・キリストの福音の裏附として重要な意義を担
－11－
っている．使徒たちにとって福音の宣教は，同時にまたイエスの復活の
宣教を意味した．……イエスの言と行為のすべてに然りを告げる神的答
が， イエスの復活であり，その意味でイエスの復活は神の根源的言であ
るということが出来る．……絶望のどん底にあった弟子たちをあのよう
に奮い立たせたことは，単なる仮死状態のイエスの息の吹き返しによっ
ては説明出来ない． イエスの復活は，単に生前の状態への復原ではな
く，永遠の生命への復活であり，朽つべき肉の体が，朽ちざる体に化せ
られたことを意味する．……｣'2
~
詩の中に叙事的部分， つまり聖書のテクストをどのようにとり入れる
か，そして愛とイエスとの比嚥をどのように処理するか，そこに芸術家と
してのマイアーの苦心がある．
第一稿①D"Gα"gは「聖書のテクストにべったりよりかかってい
る｣ﾕ3が,2.A8虎γsｵα"晩"eZ,幼eでは「聖書のテクストをかいつまん
で繰り返すことを，マイアーはもはや必要とみなさず，それを「弟子達…
…エマオ』という暗示で打切っている.｣'曇このように稿を重ねて，受難
一復活をイエスのこととしてではなく，愛の身の上に起ったこととして描
写することによって，同時に比嚥化の問題もわざとらしいアレゴリーから
脱することができた． しかし，それを愛に関することとしても，決定稿に
おいてもその叙事的部分は，聖書のエピソードを知っている者には，いさ
さかくどい感じがする． 「弟子達……エマオ」で暗示は充分ではなかろう
か．エマオはそれ程に意味深い名前なのであるから．
しかし受難一復活のドラマを考え直した際に述べたように，復活の喜び
を真に知る為には，受難と切り離しての復活では意味がない．復活するた
めにはまず死ななければならないのであるから，受難の次第はいくら強調
されても強調されすぎることはないであろう．つまりこの肉の世界での苦
しみのより大きい者に，より高い霊の世界への生まれ変わりが恵まれるの
－12－
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である． ところで， この詩で苦しみを受けたのは，先にも述べたように愛
なのである． このあたりから，聖書の物語はいつのまにかこの詩のもう一
つの要素，すなわち詩人の体験に移行して行く．
ここで，前段階の表題の変遷にも注意をうながしたい． それは，①
"DerGang",@,,DerDritte44,1.,,Abendgang",2.,,Auferstan-
deneLiebe@@,3.4.,,AlteLiebe<(,5.,,DiealteLiebe:@,6． Di todte
Liebel(そして7.,,DietoteLiebe@@である．この移り変りは，詩人自
身，気に入ったモティーフやテーマをいろいろに処理しながらも，まだ自
分の一番の関心事，問題の核心，がどこにあるかを知らず，いたずらに言
葉を磨くばかりで，どうしても会心の作に至り得なかった過程をはっきり
と示している．
Staigerの精綴な跡づけによると,3.A"eZ,"gの草稿は下の余白に
"3Feb.(definitiv)"とメモがついていて「それは，このやり方では，よ
り完全なものはもはやほとんど望み得ない， という告白の気持である.」'5
それにもかかわらず詩人はもう一度やり直して,4.A"eL"eを経て5.
Djeα"eLig6eを得た．そしてやっとこれを1879年にDeWsc"eD姉ｵeγ加脆
に思い切って発表した．所が，第五稿から第六稿への前進の際に ,,das
lyrischeWunder@{16がおこって，音楽的要素が突然加わり，がらりと
変わった形式が誕生し，ついにそれが第七稿という詩人をも読者をもとら
えて離さない魅力的な珠玉に結晶したということである．第五稿から第六
稿への， もはや勤勉では得られないインスピレーションによる飛躍の時
に， この詩ははじめて,,DietodteLiebe@$という表題を得た．Staiger
は,,daslyrischeWunderI<あるいは,,einezweiteEingebung"が何
故与えられたかには触れていない．それに対して軽々しい答を出すつもり
はもちろんないが，表題の変化の示すものもそれと無関係ではないように
思える． すなわち， 「夕方の散歩の時に気づいた昔の愛の受難と復活」と
いうテーマの，どの部分を中心に据えることが， もっとも説得力を発揮す
‐
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Iるか， ということに関して，詩人は長い間模索しなければならなかったの
である． 「夕方の散歩」では問題にならず， 。いきなり「復活」をもって来
ても失敗し，単に「昔の愛」では不充分で，愛は一度完全に「死んで」い
なければならなかった．詩人がそのことに気づいた時， この詩ははじめて
大きく羽ばたいて軽々と舞上ることができたのではなかろうか．
マイァーの体験としての死んだ愛を考えるのに， この詩のもう一つの
Schliisselwortとも言うべき「夕べ」というモティーフが我々を助けてく
れる． これもまた終始さまざまに表現を変えて詩の中にはめこまれて来
た．
①ImAbendlicht;esistAbend
②imDammerlicht
l・ Abendgang;inAbendhelle;imAbendrothe
2. inAbendhelle;imAbendbrande
3. inAbendhelle;imAbendbrande
4. inSommerabendglut;inderAbendhelle
5. inletzterAbendglut;inderAbendhelle
6. imSonnenkuB;ImDammerlicht
7. imSonnenku6;ImAbendlicht
もちろんこれは，ルカ伝の記述に次のような箇所があるからではある．
"denneswillAbendwerden,undderTaghatsichgeneigt."
(Lukas24:29)
しかしマイアーにとってAbendはすべての詩作の基盤である．すでに
人生のたそがれに近い所に立って，ふり返るという形でしか彼は生を見る
● ● ● ● ● ● ● ●
ことができない．それ故，愛はいつも今は亡き愛であり，恋人は天逝した
恋人となる．
通常，死んだということは，かつては生きていた，在った， という側か
－14－
らの哀悼である． ところがマイアーの場合は必ずしもそうはならない．愛
がイエスに擬せられていたことを想い出していただきたい． イエスが捕え
られただけで，早くもペテロは「この人を知らない」と誓った． しかも三
度も断言した． イエスが死んでしまった時，弟子達にとっても民衆にとっ
ても，救世主としてのイエスの存在は一度完全に否定された．死ぬような
人は神の子である筈がない，あの人ははじめから救世主などではなかっ
た．救世主はいなかったのだ， と．愛についてもそのように言われてい
る． 「あなた方は私を知らないと言い，そしてひどくあざ笑いました.」生
きていた時，つまり地上の存在であった時，愛は愛として認められてはい
なかった．詩人にとって愛は，人生の真昼には存在していなかったのであ
る．
マイアーの詩はそのほとんどが夕方か夜である． 日暮れ時の名残りに，
ひときわ赤く映える一種異様な非現実的照明の中でかえりみると，今まで
目につかなかったものの姿が浮かび上ってくる．詩人の意識にとって，存
在していなかったものは愛だけではない．
IchwarvoneinemschwerenBanngebunden.
Ichlebtenicht.IchlagimTraumerstarrt.(7ZZgsche伽〃"e"
〃〃,Lebe",/"〃〃伽α"sﾉ)(1-155)
とマイアーはしみじみ述懐する.lebenのなかったところにer-lebenの
あるはずがない．彼にはおよそ体験らしい体験は存在していなかった．
KarlSchmid'7によれば，遠いものほど偉大だというマイァーのパース
ペクティヴが，彼をfahren(reisen)に駈り立て,Er-lebnisの替わり
に,Er-fahrungを得させたということになる．
マイアーの人生の昼にぼっかりと口を開けている空洞を，詩人はみずか
ら繰り返し，繰り返し歌っている．上掲の詩行のあとには次の詩句が続く
VonvielentausendunverbrauchtenStunden
又，
－15
Das(dasHerz)seinenJugendtagversaumt, (Le""な〃ｵ)(1-63)
VerscherzteJugendisteinSchmerz(")
indumpfenJugendtagen,(ん〃γe"Wﾉ)(1-70)
従来のマイアー研究の多くはこの欠落部分から出発する．Baumgarten
は言う．
「マイアーはこう思っていた． 自分は悲しい青春のゆえに，人間との結
びつきをとり逃してしまった．そして壊されてしまった橋は再建され得
ないだろう． 自分のよそよそしさ， 自分の孤独は， うっかり過した青春
の遺産で， また自分のselig-unseligeSehnsucht(仕合わせにして不
運なるあこがれ）は， とりもどしようもなく失ったもの，すなわち青春
が人間に与えてくれるようなあの完全な充足のうちの休息，を求め続け
ているのだ， と.」'8
そしてその後向きのあこがれは回想となり， 「回想の中にのみ完全な幸福
がある．マイアーの後向きのあこがれが彼の生のきわめて苦い幻滅から，
この上なく美しい幸福の詩を作った.｣'9ということになる．
また,Faesiによれば201マイアーのそれは「かなえられる未来の時間
へのあこ力iれではなくタ取りもどし得ない過去へ向かってのあこがれ」で
あるか，あるいは「例外的に腕の中に願望成就がころがりこんで来た場合
には，それを充分には味わい尽くさなかったことへの悔いである.」そし
て「そのあこがれが，熱望されたもののBildを実現させ，追憶の想像力
が， とり逃した体験を埋め合わせる.」
‘たしかに， このようにして生み出されたと考えられるたくさんの美しい
Bildを，マイアーの詩は示してくれはするが，彼の姿勢を追憶，すなわち
後向き， と把握し，彼の創り上げたBildを「とり逃した体験の埋め合わ
せ」という限界の中で考えることには危険がひそんでいる． この点に関し
て，マイアーが自分における愛を,キリストの受難と復活になぞらえたこ
の詩は，意味深い手掛りとなることができる．
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「口
／ルカ伝によると，弟子達は復活したイエスを，なかなかそれと認めるこ
とができなかった．やっと彼らにイエスであることがわかった時，その瞬
間にみ姿が見えなくなった． 「食事の時になってやっと，彼がパンを割い
たその時に，彼らの目の前から姿が消え，彼らには只追憶だけが残る.｣21
つまりBildも追憶の中である．しかしこの聖書のテクストを下敷にしな
がらも，マイアーの愛はイエスとは異った現われとなっている．愛は「天
国のものの姿で」二人の間にちゃんと存在している．そのBildはかき消
えることはない．二人が気づくのは，つまり二人が想い出すのは,Bild
からさかのぼって，実はあったろうに自分達はないと思っていた， という
認識である．なかったからそれの補償としてBildを作るのではない，な
かったという認識は，今実現したBildによって逆にもたらされたのであ
る．時間の流れに沿って考えるなら，生も愛もそれなりに詩人のひるまに
たしかに存在していた． しかし詩人はそれを見ることもとらえることもで
きず，文字通りverscherzen,versaumenしてしまった．迫害すら行っ
たかも知れない．そうして死んだ愛は，いのちの陽の傾く夕暮れ時に，そ
の死を克服してすっかり変容し，超越的な姿となって立ち現われた． この
時はじめて詩人はそれをそれとして見ることができる．たしかなBildに
するためには，はかない生や愛は一度殺されなければならないということ
である．
これは復活の思想に一致する．復活＝芸術という異次元への形象化，そ
れの成就によってはじめて， イエスの言と行為＝詩人の生も愛も，然りと
答えられるのである．それ故，受難が復活の前提であることをすでに証し
された，キリスト ・イエス後の我々は，勇気と希望をもって積極的に殉教
することができる．そのようにマイアーは芸術に殉ずる．現存は失った
が，そのかわりに不滅を手に入れることができた， ということを意味する
キリストの死は，霊的なもの及び精神的なもの一般の運命の模範となるこ
とができる．
??????????
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たしかにこの時間の中でマイアーが持っていたものは，あり余るほどの
豊かさではない．その乏しいものを，完全に失ってしまうことなく， もは
や移ろうことのない聖なる領域の存在としてとどめるためには，思い切っ
て投げ捨てる必要がある. ,,Wirfweg,damitdunichtverlierst!<<22
これが彼の積極的な芸術行為である．その時,,DiejunggebliebeneTote@@
(W'"gγ""c〃g")(1-212)は過ぎ去った時を一瞬のうちに昔に返して，
そこに立つことができる．
過ぎ去った生をかえりみるのも夕暮れ時であるが，超時間的存在に昇華
した生が， 自在に訪れて来るのも又夕暮れ時である．
Dulebstmeeriiber
InblauerFerne
Unddubesuchstmich
BeimerstenSterne.(D""､”〃gZz"g)(1-223)
UberschwarzemTannenhange
SchimmerstmirzumAbendgange,
EineLiebeftihlichneigen
SichindeinemNiedersteigen,
Unbemerktbistdugekommen,
AusderblassenLuftentglommen-(馳妙eros)(1-197)
これらいくつかの詩が歌っているのはD"#0/eZ,幼eと同じく，存在を拒
まれたものの「天国のものの姿」での復活，そして遍在である．マイァー
の多くの詩に，受難一復活という関連を当てはめるなら，受難そのものが
歌われている場合にも，われわれはそこに約束された復活の光を感じるこ
とができる．それは補償などという言葉で呼ばれるべきものではないであ
ろう． 「涙はとうに乾いてしまった」 (A"s2"αγe"Me/)(1-195)から
こそマイアーは受難を歌うのであるから．
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得たこともない恋人を，常に死んだ恋人として描いたマイアーの芸術意
志を認めれば，その線の延長上でわれわれはリルケに出会うことができる
のではなかろうか．
DuimVoraus
verlorneGeliebte,Nimmergekommene,23
というリルケの詩句の心にしみる美しさが想起される． リルケにおける喪
失も自発的な放棄，つまり凌駕である，そしてそれは無限の所有の可能性
を開いてくれる．
マイアーには生も愛も，その生身の姿を示してはくれない． しかしマイ
● ●
アーはそのないという受難に沈潜する．その茨の道のみが復活に通じてい
るからである． 「作品の中でも実生活でも，彼はすでに内的生活に契約し
て身を献げてしまっているという，何かしら公式承認のようなものがあ
る」とHenelは言う，そしてマイアー夫人は「詩人の心の中に，彼女に
は近寄ることができないままの領域があること，彼がその孤独の過去に忠
節であること，に気がついていた｣24とも伝えている．茨の冠に血を流
し，ののしられてもあざ笑われても，黙って坐っていたイエスの受難の姿
をここに思い起こしてはいけないであろうか．
しかしマイアーは殉教者であると同時に， 自分自身のあたたかいいのち
の迫害者でもある．それ故受難は復活につながるとはいうものの，そこに
はやはり，迫害者としての「罪の意識のまざった悲哀｣25も同時に漂って
いる．そしてこの詩の奥深い魅力を支えているのはこの悲哀に他ならな
い．すべての福音書が伝える，にわとりが鳴いたあとで泣きに泣いたペテ
ロの，迫害者としての悲哀も同時にこの詩から側々と迫ってくるのが感じ
られるようではないか．
’
ところで， この詩から受ける印象には，その形式がかもし出す効果の果
す役割も大きい．最後にこの形式に関して少し触れたい．
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’
ID"わ"L'ebeを直接の対象とした研究，及びこの詩のInterpretation
は少ない．Henelでさえ大した論評は加えていない．只一つ，そして余り
にも本格的な取組みがすでに挙げたStaigerで，彼がこの詩を「19世紀
におけるドイツ語で書かれた傑作」の一つとして26，主としてその生成
の過程をたどることによって，マイアーの創造の秘密を解明しようとして
いることは周知の通りである．筆者もこの詩の前段階の研究に関しては
Staigerに依ったが，その際形式の推移についてのStaigerの指摘に興
味を覚えた．
すなわちこの詩の形式の自由さを，人は「即興詩とか，深い感動の直接
的な言語化であると，あるいは又その漂うようなリズムの中に動揺の余韻
があると，思うかも知れない．他の詩にあっては，芸術が詩人の心を，只
ガラス越しでしか見せてくれないのであるが.」27ところがその「ふたし
かさ，杼情的な直接性， という魅力が，苦労に充ちた長い芸術上の熟考の
結果だということが，遺稿の中の一連の先立つ草案から，文句なしに明ら
かになって来る｣28というのである．決定稿のもつ直接性は，実は間接的
に創られた， これもまた一つのForm,無形式という形式なのである．マ
イアーには元来，あの若きゲーテの詩にみられるような，躍動する生命の
リズムが，そのまま詩のリズムになるような，そういう直接性はない． し
● ●
かしここでも彼はそのないという受難に沈潜する．ないからこそ，あらゆ
る技巧的な又は端正な詩形の試みの苦しみののちに， こうして彼はついに
復活することができた．すなわちhimmlischeGestaltとしての直接性を
得ることができたのである．
もし彼が，感動の振幅をそのまま詩の振幅に移すたぐいの詩人であった
なら，人の心にまつすぐに訴える生き生きした形式を生み出すような，そ
れほどの深い生活体験は，実生活において一体どれほど得られるであろう
か．その作品には限界が生じ，詩人は欠乏に悩むであろう． 自身の生活内
容においてそうであったように,形式においてもまた，彼は失わないがた
－20－
めに投げ捨て，受難者であると同時に迫害者になることによって， この世
ならぬLebendigkeitを手に入れることができた．内容と形式のこの相呼
応した一致が,Sinnbildの原型という意味での,Bildの詩人たるマイア
ーの面目を遺憾なく発揮していると思える．
テキスト
ConradFerdinandMeyer,馳加ｵ伽"eWｾγ舵,Historisch-kritischeAusgabe,
(HKAと略記)Bd.1． Bernl963;Bd.3．1967;Bd.4.1975
(本文の引用のあとの括弧内の数字は，テキストの巻数とページ数をあらわす.）
????
HarryMaync,CRM2yeγ〃"ase"Wｾγ々,Frauenfeldl925,S.75.
1bid.,S，75.
以下日本語による聖書の引用は次のものによる． 日本聖書協会『聖書』（旧約1955
年改訳，新約1954年改訳）
Vgl.HKABd.3.,S、220.
v91．HKABd、4.,S.120
v91．HKABd、4．,S，113-119.
EmilStaiger,Mを航gγ"gγ舵dea"sc"gγ砂γαc〃α"s"獅〃e""ze""""
ん〃〃"”γｵ,3.Aufl.,Ziirichl957,S.202-222.
以下独文による聖書の引用は次のものによる.D"B/6e/o晩γ〃egfz"zeHgj"ge
､Sb〃抗"sA"e"〃"αA脚e〃"sｵα"@e"/S,〃αc""γ〃"sc""Ube"se#z""g
D.ハ〃γｵ"Z,〃"gγs・
vgl・HKABd、4．,S、121.
1bid.,S、120.
HKA所載の順に①②，それ以下はStaigerに従って1.2.…･･･7.(決定稿）と
便宣上番号をつける．
小塩力編「新約聖書神学謂喚』新教出版社， 1949年，295ページ以下．
HKABd、4.,S.119.
Staiger,a・a．O､,S、212.
1bid.,S、214.
1bid.,S、217.
v91.KarlSChmid,["269"ggew"K泥吻s加αｵ,ZiiriChu・Stuttgartl963.
FranzFerdinandBaumgarten,D@sWなγ々CRMayers,Miinchenl917,
S、216f.
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19 lbid., S. 224. 
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C. F. Meyers Gedicht Die tote Liebe 
Was suchet ihr den Leben-
digen bei den Toten? 
-Lukas 24: 5-
Maya Ninomiya 
In Die tote Liebe stehen zwei Ereignisse als mehr als eine bloße 
Allegorie untrennbar nebeneinander. Es ist die biblische Ge-
schichte und das Erlebnis des Dichters. Mit Hilfe der drei 
Schlüsselworte in dem Gedicht -,,Emmaus", ,,das Herz brennt" und 
,,Abend"-, wollen wir Meyersche Welt untersuchen. ,,Emmaus" 
stellt Leiden und Auferstehen Christi vor, ,,das Herz brennt" 
bedeutet Erschütterung und Begeisterung, während „Abend« der 
Standpunkt Meyers ist. 
Ohne zu wissen, daß er das echte Gotteskind ist, verfolgten die 
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Leute Christus, daß er sich endlich als ewiges Dasein bestätigte. 
-So ist die Liebe wie Christus auferstanden, nachdem sie verneint 
worden war und den Tod erlitten hatte. Staiger sagt : ,, 'Wirf 
weg, damit du nicht verlierst!' scheint Meyer sich zugerufen zu 
haben." Zwar ist die irdische Liebe in der Jugendzeit an Meyer 
vorübergegangen, aber er hat sie seinerseits auch verleugnet, 
,damit die „am Holze gehangene" Liebe in seinem Lebensabend als 
himmlische Gestalt herankommt. Passion ist die unentbehrliche 
Vorbedingung des Auferstehens, also künstlerischer Gestaltung. 
In Meyerschen Gedichten sind Geliebte fast immer Tote. Der 
Dichter hat sie mit dem Künstlergeist getötet. Er ist also Opfer 
und zugleich Verfolger. Als Opfer mag der Dichter seine unwie-
•derbringliche Vergangenheit mit der erinnernden Einbildungskraft 
nachholen, als Verfolger aber gestaltet er die vergängliche Liebe 
ins ewige Vorbild um. Von daher kommt etwas Trauriges-Schönes 
mit dem Bewußtsein einer Schuld beigemischt, das über diesem 
Gedicht schwebt. 
Ist Rilke in diesem Punkte nicht C. F. Meyer verwandt, wenn 
er später singt : 
„Du, im Voraus 
verlorene Geliebte, Nimmergekommene"? 
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